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再生と再認の違いをどのように説明していますか？

再生と再認の違いを説明する心理学的な見方で
あるアンダーソンとバウアーの「生成 = 再認説（二
段階説）」をご紹介しましょう。

この説では、記憶検索過程を生成段階と再認段
階に分け、この両方の段階が成功した時だけ再生さ
れると考えます。生成段階では、問題として与えら
れた情報に基づき、自発的な検索の手がかりが作
られ、有力な候補が記憶表象から検索されます。次
に、再認段階では、その候補項目が、問題とされて
いる項目と同じであるかどうかが照合されます。再
認を調べる調査では、自発的に発見されるべき項目
がすでに呈示されていますから、再認は生成段階を
必要としないと考えるわけです。

例えば、このように言葉の源流（ここでは心理学
的な意味）まで遡って考えておくと、類似した用語
に惑わされることなく実務に取り組めるのではない
でしょうか。
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「会場テスト」は、なぜ、“Central Location Test”
ともいうのでしょうか？

「会場テスト」は直接的には“Hall�Test”と訳されま
すが、“Central�Location�Test”（以下、CLTと略記）
という訳も同義で使われます。（*1）

“Hall�Test”は調査会社が会場として借りた“Village�
Hall”や“Church�Hall”の“Hall”に由来しています（*2）。
インターネットで画像検索すると、いずれも仕切りのな
い広い空間をもつ建物が出てきます。ただ、こうした会
場は「ほこりっぽい」「寒々しい」感じがするとのことで、
ホテルの会場なども使われるようになったようです。一
方、CLTの“Central�Location”は物理的な中心ではな
く、地域の中心街や利便性の高い場所の意味です。

一 般 に、会 場 テストで 使 う 会 場 は“Central�
Location”のものを使います。つまり、会場テスト
と CLTの指すものはほぼ重なってきます。両者は、

「建物」に焦点を当てた表現と、「調査場所の立地」
に焦点を当てた表現の違いといえます。
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